
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成30年 令和元年 令和2年 令和3年 令和4年 飲酒あり　計 平均

131

（1.4％）

97

（1.0％）

94

（1.2％）

92

（1.1%）

72

（0.9%）

486

（1.1％）

97.2

（1.1％）

うち死亡事故件数
9

（7.2％）

7

（5.0％）

 7

（5.4％）

5

（4.3%）

4

（3.9%）

32

（5.2％）

6.4

（5.2％）

11

（8.1％）

7

（4.8％）

10

（7.2％）

5

（4.3%）

4

（3.8%）

37

（5.8％）

7.4

（5.7％）

176

（1.6％）

131

（1.2％）

112

（1.3％）

112

（1.2%）

91

（0.9%）

622

（1.2％）

124.4

（1.2%）

飲酒を伴う人身事故件数

飲酒運転による

交通事故死者

飲酒運転による

交通事故負傷者  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町内会回覧 

交通安全情報北広島 №２ 

北広島市交通安全運動推進委員会 

令和 5 年７月1日発行 

 

夏の交通安全運動 

【年間スローガン】ストップ・ザ・交通事故～めざせ 安全で安心な北海道～ 

北広島市交通安全市民大会開催のご案内 

 飲酒を伴う人身事故件数は、減少傾向にありますが、飲酒運転ゼロに至ってお

らず、飲酒運転による交通事故数の割合が、全国平均より多くなっています。 

飲酒運転は、人命に関わる悪質な犯罪行為です。 

 私たちの北海道、北広島市内から飲酒運転をするドライバーを根絶するため 

「飲酒運転をしない、させない、許さない」という安全意識が大切です。 

 皆さんが「今まさに、飲酒運転をしそう！している！」という状況を見たり、

聞いたりしたときは、110番通報をお願いします。 

また、飲酒運転に関する情報は、北海道警察の「飲酒運転ゼロボックス」で 

受け付けています。 

★運動実施期間 7 月 13日（木）～7 月22日（土） 
◇運動の重点◇ 

☆飲酒運転の根絶 

☆バイク・自転車の交通事故防止 

☆スピードダウンと全席シートベルト着用 

☆子供と高齢者の交通事故防止 

交通事故のないまちの実現のため、昨年に続き開催します。今年も誓いを新たに交通安全に
ついて考えてみませんか?  
市民の皆様の多数のご参加をお待ちしております。 
と き：令和 5 年7月 20日（木）11:00 から１時間程度 
ところ：北広島市芸術文化ホール 
内 容：園児によるストップの歌の披露、交通安全宣言など 
※雨天の場合、街頭啓発は中止します。 

７月１３日は飲酒運転根絶の日 
「全道」飲酒を伴う交通事故実態(過去 5 ヵ年) 年別発生状況 （北海道警察ホームページ） 

※（ ）内は各年の全人身、全死亡事故との構成率 

大会終了後、道道江別恵庭
線のセブンイレブン前にお
いて、通行車両に対する街
頭啓発（旗の波）を実施す
る予定です。 



 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏は、レジャーなどで長距離を運転する機会が多くなります。そのため、疲労や気温の上
昇などから居眠り運転による事故が増加します。 

高齢運転者の前方不注意による事故の１番の要因は、居眠り事故です。 
さらに、飲酒する機会が増え、前日の飲酒による影響で、二日酔いで 

運転するのも飲酒運転になります。 
 夏型レジャー事故を防止するため、次のことに注意しましょう。 
  ○スピードダウンの励行 ～ 特に、カーブの手前で減速‼ 
  ○信号・標識の確認 ～ 一時停止標識の見落しに注意‼ 
  ○交差点は要注意 ～ 横断する歩行者の見落としに注意‼ 
  ○適度に休憩 ～ １時間か２時間に１回は休憩し、リフレッシュ‼ 
 

今年 4月から、改正道路交通法が施行され、自転車の乗車用ヘルメットは、全年齢で着用

することが努力義務となりました。 
なぜ、全年齢で着用することが定められたのでしょうか。 
それは、過去 5 年間の全国で発生した自転車事故で、自転車乗車中の死者の致命傷は、 

頭部損傷によるものが多い（約６割）からです。また、着用状況別の致死率については、 
   ヘルメット非着用時の死亡率は、着用時の約２.１倍 

となっています。（警察庁のホームページから） 
努力義務だから、違反してもかまわないということではありません。 
過去にもいろいろな法律で努力義務が規定されたことがあり、違反 

すると損害賠償を請求されるなど不利益になる場合があります。 
人間の脳は、豆腐と同じ柔らかさと言われており、事故による頭部 

の損傷を最小限にとどめるために、ヘルメットは重要なアイテムと 
なります。 
 「自分は、車と衝突するような乗り方はしない。」という方もいると思いますが、自転車 

事故の中には、ハンドル・ブレーキの操作ミス等による転倒や歩行者との事故もあります。 
 自分の命を守るため、後遺症が残るような重傷事故にならないためにも、もしもの事故に
備えて乗車用ヘルメットを着用しましょう。 

～過労・飲酒運転に注意!!～ 

○道路別と形状～非市街地の国道、道道のカーブが多い 

○事故の態様～単独事故が全体の５割以上 

○運転手の年～50 歳代が最も多く、次いで 40歳代 

○運行目的～観光・ツーリングが８割を占める 

○バイクの種別～750 ㏄以上の大型二輪車が特に多い 

○違反別～最高速度違反が特に多く、次いで操作不適 

夏季は、バイクで走行するのに適した道路が多く、また景色の良い観光地が多いため、道内
外からツーリングをするライダーが増え、それと同時にバイクによる事故が急増します。過去
５年間のバイク事故を見ると、下記のような特徴があります。 
 

楽しいツーリングにするため、スピードダウンとカーブの手前での減速に努めましょう。 
 


